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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は膜貫通型4A遺伝子ファミリーのメンバーをコードします。この新生タンパク質ファミリーのメンバーは、共通の構造的特徴と類似したイントロン/エクソンスプライス境界を特徴とし、造血細胞と非リンパ組織において特有の発現パターンを示します。この遺伝子は、B細胞から形質細胞への分化と発達に関与するBリンパ球表面分子をコードします。このファミリーメンバーは、ファミリーメンバーのクラスターの一つである11q12に局在します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
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	Ramos 細胞株溶解物 (35 μg/レーン) における MS4A1/CD20 抗体 (C 末端) ウェスタン ブロット分析。これは、MS4A1/CD20 抗体が MS4A1/CD20 タンパク質 (矢印) を検出したことを示しています。
	

	AMM85927を用いたヒト扁桃組織切片の免疫組織化学染色（IHC-P - パラホルムアルデヒド固定、パラフィン包埋切片）におけるMS4A1/CD20染色。組織はホルムアルデヒドで固定し、3% BSAで室温で0.5時間ブロッキングした。抗原賦活化はクエン酸緩衝液（pH6）を用いた加熱処理により行った。検体はMS4A1/CD20マウスモノクローナル抗体（1/100）とともに37℃で1時間インキュベートした。二次抗体には、希釈していないビオチン化ヤギ多価抗体を用いた。
	

	Pink1（カタログ番号AMM85927）を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺切片の免疫組織化学染色。AMM85927は1:1000に希釈した。二次抗体として、希釈していないビオチン化ヤギ多価抗体を使用し、DAB染色を行った。

